
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
が
進
み
、�

見
え
て
き
た
ウ
ェ
ブ
と
対
面
の
使
い
分
け

　

オ
ン
ラ
イ
ン
選
考
の
導
入
を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
採
用
選
考
活
動
は
従
来
の
や
り
方
か
ら
大
き
く

形
を
変
え
て
い
る
。
１
年
の
経
験
を
経
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
と
対
面
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
の
理
解
が
進
み
、
今

後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
を
前
提
と
し
た
情
報
発
信
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
採
用
活
動
の
キ
ー
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
２
０
２
２
年
卒
の
現
在
地
か
ら
確
認
し
た

い
。
有
効
求
人
倍
率
は
、
２
０
２
１
年
卒
の
１
・
５
３

倍
か
ら
、
０
・
０
３
ポ
イ
ン
ト
下
げ
て
１
・
５
０
倍
と

底
堅
く
推
移
し
て
い
る
。
採
用
計
画
の
見
直
し
に
よ

り
、
雇
用
の
冷
え
込
み
を
懸
念
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、

２
０
２
２
年
卒
の
採
用
計
画
に
お
い
て
「
採
用
数
を

変
更
し
て
い
な
い
」
割
合
は
約
7
割
と
な
っ
て
い
る
。

業
界
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
新
卒
採

用
ニ
ー
ズ
の
堅
調
さ
が
見
て
取
れ
る
。

　

内
定
率
を
見
る
と
、
２
０
２
１
年
卒
で
は
第
１
回
緊

急
事
態
宣
言
発
出
以
降
の
採
用
活
動
の
後
ろ
倒
し
が

内
定
率
に
影
響
し
た
が
、
３
月
卒
業
時
点
で
は
96
・

１
％
と
例
年
並
み
ま
で
上
が
っ
て
い
る
。
２
０
２
２
年

卒（
注
）は
、
５
月
以
降
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
２
０
年
卒

水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
今
後
も
従
来
の
数
値
に
沿

っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

次
に
、
採
用
選
考
手
法
の
変
化
を
見
て
い
き
た
い
。

２
０
２
１
年
卒
と
２
０
２
２
年
卒
の
学
生
が
ウ
ェ
ブ
・

対
面
選
考
を
受
け
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
比
較
す
る
と
、

使
い
分
け
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

21
年
卒
で
は
、
1
～
２
月
の
ウ
ェ
ブ
活
用
は
殆
ど
進

ん
で
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
が
進
む
に
つ
れ
、
ウ
ェ
ブ

に
切
り
替
え
た
様
子
が
窺
え
る
。
一
方
、
２
０
２
２

年
卒
で
は
ウ
ェ
ブ
上
で
の
面
接
を
4
月
以
前
に
受
け

た
学
生
が
増
加
、
対
面
で
は
4
月
以
降
が
増
加
し
て

い
る
。
選
考
が
進
む
に
つ
れ
、
対
面
を
取
り
入
れ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
慣
れ
で
進
む�

「
対
面
よ
り
ウ
ェ
ブ
」
の
志
向
変
化

　

コ
ロ
ナ
禍
の
１
年
を
経
て
、
学
生
の
捉
え
方
に
も

変
化
が
見
え
る
。

　

各
選
考
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ブ
と
対
面
ど

ち
ら
が
よ
い
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
合
同
説
明
会
・

セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
の
説
明
会
・
セ
ミ
ナ
ー
、
面
接
選

考
全
て
に
お
い
て
「
ウ
ェ
ブ
の
方
が
よ
い
／
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
ウ
ェ
ブ
の
方
が
よ
い
」
が
対
面
を
上
回

る
結
果
に
な
っ
た
。

　

21
年
卒
向
け
の
就
職
プ
ロ
セ
ス
調
査（
20
年
6
月

実
施
）時
点
で
は
、
面
接
選
考
で
「
対
面
の
方
が
よ

い
／
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
対
面
の
方
が
よ
い
」
と
答

え
た
学
生
は
60
・
３
％
で
、
ウ
ェ
ブ
が
よ
い
と
答
え

た
22
・
６
％
を
上
回
っ
て
い
た
。
ウ
ェ
ブ
面
接
を
経

験
し
た
人
ほ
ど
「
ウ
ェ
ブ
の
方
が
よ
い
」
と
答
え
る

傾
向
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
が
広
が
っ
た
こ
と

で
、
体
験
を
経
て
価
値
を
比
べ
支
持
す
る
学
生
が
増

え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
入
社
の
決
め
手
」
に
も
学
生
の
志
向
の

変
化
が
出
て
い
る
。
21
年
卒
学
生
の
ト
ッ
プ
は
「
自

ら
の
成
長
が
期
待
で
き
る
」
で
変
わ
ら
な
い
が
、

「
会
社
や
業
界
の
安
定
性
が
あ
る
」「
会
社
・
団
体
の

知
名
度
が
あ
る
」
の
項
目
が
、
前
年
か
ら
ポ
イ
ン
ト

を
上
げ
て
い
る
。「
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
な
ど
働
き
方

２
０
２
２
年
卒
採
用
の
現
在
地
と
こ
れ
か
ら

─�
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
採
用
活
動
と
学
生
の
志
向
変
化

リ
ク
ル
ー
ト
就
職
み
ら
い
研
究
所
所
長

増ますも
と本 

全ぜん

（注）就職みらい研究所「就職プロセス調査」2021年6月1日時点 内定状況
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特集 ポストコロナを見据えた新たな大学教育と産学連携の推進

信
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
割
合
が
前
年
比
11
ポ
イ
ン

ト
増
と
な
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
就
職
情
報
サ
イ

ト
の
活
用
割
合
が
依
然
と
し
て
高
い
も
の
の
、
伸
び

率
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
他
の
メ
デ
ィ
ア
を
圧
倒
し
て
い

る
。
今
後
、
企
業
は
情
報
発
信
の
み
な
ら
ず
、
学
生

の
就
職
活
動
で
の
体
験
か
ら
情
報
が
伝
達
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
た
う
え
で
、
学
生
の
志
向

に
合
わ
せ
て
積
極
的
な
情
報
開
示
や
丁
寧
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

進
む
学
生
の
二
極
化�

─�

企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
設
計

は
よ
り
重
要
に

ェ
ブ
上
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
増
加
し
、
積
極
的

に
動
く
学
生
は
行
動
量
を
増
や
す
様
子
が
窺
え
た
。

　

一
方
で
、
動
け
て
い
な
い
学
生
と
の
差
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
４
月
時
点
の
内
定

率
に
お
い
て
、
大
学
３
年
の
９
月
以
前
に
活
動
を
始

め
た
学
生
と
そ
れ
以
降
に
動
き
始
め
た
学
生
を
比
較

す
る
と
、
前
者
は
前
年
度
同
水
準
の
内
定
率
で
あ
っ

た
が
、
後
者
は
約
10
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。
大
学
の

対
面
授
業
が
減
り
、
友
人
と
の
交
流
が
限
ら
れ
る
中
、

受
動
的
に
情
報
が
入
っ
て
背
中
を
押
さ
れ
る
機
会
も

減
少
し
た
。
自
分
か
ら
情
報
を
取
得
し
活
動
に
踏
み

出
せ
な
い
学
生
の
存
在
は
、
大
学
の
教
職
員
の
方
々

か
ら
も
聞
こ
え
て
く
る
。

　

ま
た
、
学
生
の
各
就
職
活
動
プ
ロ
セ
ス
を
見
る
と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
で
よ
り
効
率
的
に
行
動
量
を
増
や

し
て
い
る
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、
２
０
２
２
年
卒
学

生
の
内
定
取
得
数
や
内
定
辞
退
率
は
前
年
を
上
回
り
、

企
業
か
ら
は
辞
退
率
増
加
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

企
業
は
こ
れ
ま
で
対
面
で
実
施
し
て
き
た
内
定
フ

ォ
ロ
ー
が
で
き
な
く
な
り
、「
内
定
者
懇
親
会
」「
社

内
行
事
へ
の
招
待
」「
社
員
と
の
会
食
」
な
ど
、

様
々
な
項
目
で
実
施
率
の
減
少
傾
向
が
あ
る
。
内
定

後
フ
ォ
ロ
ー
の
工
夫
は
、
企
業
に
と
っ
て
継
続
的
な

課
題
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
ウ
ェ
ブ
・
対
面
と
い
っ
た
面
接〝
手
法
〟

に
よ
る
就
職
確
定
先
の
理
解
度
に
大
き
な
違
い
は
な

く
、
企
業
が
学
生
と
ど
ん
な
接
点
を
持
ち
、
ど
ん
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
か
が
理
解
度
の
差

を
生
ん
で
い
る
。
ウ
ェ
ブ
と
対
面
が
持
ち
得
る
特
性

を
使
い
分
け
な
が
ら
、
企
業
は
、
学
生
の
悩
み
や
懸

念
を
把
握
し
、
採
用
活
動
全
体
を
通
し
て
相
互
理
解

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
。

　

コ
ロ
ナ
禍

で
活
動
自
粛

が
求
め
ら
れ

る
中
、
学
生

の
行
動
傾
向

は
二
極
化
が

進
ん
で
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
は
、

応
募
・
参
加

し
た
割
合
は

減
少
し
た
も

の
の
、
活
動

を
し
て
い
る

学
生
の
応

募
・
参
加
社

数
は
増
加
。

２
０
２
２
年

卒
か
ら
は
ウ

に
関
す
る
制
度
が
充
実
し
て
い
る
」
点
を
重
視
す
る

傾
向
も
あ
り
、
企
業
に
は
、
入
社
後
ど
ん
な
力
が
身

に
付
く
か
等
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
具
体
的
な
働
き
方

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
情
報
発
信
が
求
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

　

学
生
の
情
報
収
集
で
も
変
化
は
顕
著
だ
。
２
０
２

２
年
卒
学
生
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
動
画
配

合同説明会・
セミナー

（n=1757）

個別の企業・
組織団体等の

説明会・セミナー
（n=1673）

面接選考
（n=1940）

67.0 18.9

63.1 22.0

47.8 33.1

（%）

ウェブの
方がよい

どちらかというと
ウェブの方がよい

どちらも
同じくらい

どちらかというと
対面の方がよい

対面の
方がよい

ウェブの方が
よい・計

対面の方が
よい・計

47.4 19.6 14.1 10.6 8.3

43.2 19.8 14.9 12.0 10.0

29.1 18.8 19.0 16.3 16.9

図表３　各フェーズごとのウェブと対面の希望割合

出所：就職みらい研究所「就職活動状況調査2022年卒」

図表１　�「ウェブ上での面接を受けた」�
単月実施状況

１月中 ２月中 ３月中 ４月中 ５月１日～
５月15日中

５月１日～
５月15日中

26.4

45.1

34.8

18.9
13.7

42.0

62.4

55.4

39.7
34.1

15.7

35.2

55.8

41.2

28.4

45.0

（%） （%）

56.9

30.4

10.4
6.8

４月中３月中２月中１月中

2022年卒2021年卒

図表２　�「面接など対面での選考を�
受けた」単月実施状況

出所：就職みらい研究所「就職プロセス調査」（2021年5月15日時点 内定状況）
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